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変化の山の祝福 (ルカ9:26-36)
　私たちがたまに歌っているゴスペルの中に「人は偶然と言いますが、神様はそれを計画だと言います。つまり、神様は必然だ」とおっしゃっている歌詞があります。皆さんがレムナント教会の信徒さんになりました。ここで礼拝をささげるようになりました。また、つたない者でありますが主のしもべ、牧師との出会いが許されて人生を歩いている中で、それはもっとも大きな出来事であると聖書は私たちに教えていますが、質問をしないといけません。なぜ、この教会につながるようになったのか。なぜ、あの牧師と一緒に信仰生活を営んでいくようになったのか。それにきっかけになることはいろいろあります。人それぞれ違います。たまたま引越しをしてきてこの教会に来た方もいらっしゃるし、家族が先に教会に行くようになって来られた方もいらっしゃるし、あるいはだれかの紹介によってきた場合もあるし、韓国の方は韓国でタラッパンの教会に通っていたのでタラッパンの教会を探してこの教会に来るようになったケースもあるし、あるいは他の教会で何かつまずいてこの教会に来るようになった方もいらっしゃるし、いろいろなきっかけはあります。でもそれはきっかけです。そこで質問しないといけません。神様の計画、神の必然とは何なのかを発見することによってそのきっかけのすべてが全部美しいものに変えられて、そして何かにひっかかることなくしっかりと神の計画に向けて前向きに進んで行くことができるのではないでしょうか。

この間、皆さんにも祈っていただきましたが総会の牧師だけによるキャンプがあって、今回は倉敷の地域、また広島の方に行ってきました。行って牧師が全員、伝道のために地域を定めて、また自費で動くということはものすごいことだと思います。そして、それが1回、2回重なることによって個人的にもそういうことを感じています。ですから、これからもずっと続くようになりますが、皆さんにお知らせなどがあったときにはぜひ総会の牧師によるキャンプのために、また日本全国の教会のためにも積極的に祈っていただきたいと思います。それで収穫がどれくらいあったのかどうかの問題ではなく、行くことによっていろいろなことが見えてきて、いろいろなことを感じるようになり、また考えさせられるようになりました。それから、牧師同士のフォーラムをとおしても、結局は一つの方向になります。やはり、今一つの教会に捕らわれてアップアップするタイミングではなく、私たちの今の役割はこの日本全国、47都道府県、巡回をしながらどうにかしてあちこちに弟子を探し、福音の旗を掲げるべきではないのかという方向を皆が思っていたけれどキャンプをとおして明らかにされて一人一人の心に刻まれるようになりました。そこでふと思い出したのが昔、大阪の教会を辞めるときに柳先生が私は意味もよくわかりませんでしたが、「あの張宣教師は一つの教会ではなくて、47都道府県を巡回しながら仕事をしないといけない人なので」という話をしたのですが、そのときは「どういう意味なのだろう」と思っていましたがキャンプをしながら、そんなことを思い出して示されるようになりました。つまり、皆さんがきっかけがどうであれ、そのきっかけに捕らわれていないようにしてください。たまたま偶然というのは人の言うことであり、私たちの考えであり、神様には必然なのです。それが人間的にはよい理由であれ、悪いきっかけであれいろいろな内容でしょうが、神様にはご計画があります。なぜ、レムナント教会、なぜ張宣教師と出会うようになったのか。それはまず４７都道府県に伝道弟子を探し当ててそれを中心にして動かない教会システム、それを地教会と言いますがそれを建てていくためです。そして、どのように神様が導かれるかわかりませんが、一千以上の大学の前に学舎を建てて、大学の長老をしっかり立てることによって、大学のシステムを立てていかないといけません。皆さんがこの教会に来るようになり、そして張宣教師とつながるようになったのはこのためです。それをしっかりと握っていてください。今、皆さんがどのような仕事をしていて、年がどれくらいで、今の状況がどういう状況なのか細かくよくわかりません。住んでいる場所もそれぞれ違います。今、抱えている悩みも課題もそれぞれ異なるでしょう。けれども、皆さんぜひ握っていてください。４７都道府県に伝道弟子を立てて、地教会を建てていくことにどのようにかかわるべきなのかと。そして、一千大学の前に学舎を建て、大学長老を立てていく、それに私はどのようにかかわるべきなのか、そして、どのように残りの生涯をそのためにささげるべきなのかということを質問しながら、神様からの答えをしっかりと発見してキャッチしていただきたいと思います。そうすると聖書は語っています。それらの他のすべては加えて与えられるものだと。そのようなことがないと長く続かないし、神様のわざを体験することがなかなか鈍くなってしまいます。それから、私たちの世代が土台となって、次世代の運動、レムナント運動を行うということがこの教会に来られた理由です。つまり、そのためにどのようにいつ神様がなさるかはわかりませんが、ＲＵＴＣを日本に建てないといけません。それにどうかかわるべきなのか、それを質問しながら「今、子どもの教育費で精いっぱいです」という方でもこの質問をしないといけません。
それから、世界中が同じですが特に日本は、残念ながら偶像崇拝の深い長い背景プラス先進国という包装紙がある中で、特別な形で何かの暗い力に圧制されることによりその症状が様々な形で現れて、いやしがどこよりも必要な国です。そのようないやしはもちろん神様の力なのですが中途半端な内容ではできないものです。だから、祈りつつそれにアタックしながら最終的にはいろいろなことを備えた、そろえたいやしの施設が求められます。治癒使役院という言葉を使っていますが、どういう言葉がふさわしいかはこれからのことですが、このレムナント教会は大きく申し上げると47都道府県、一千大学前に学舎、ＲＵＴＣをとおしてレムナントの運動、いやしの施設、これに皆さんがどうかかわるべきなのか、そのために私はどのようにささげて、どのように献身していくべきなのかということです。それは何か無理やりやりなさいという意味ではありません。その祝福のために神様はあらゆるきっかけをとおして皆さんを導かれました。ときに病気で耐えられなくて探して求めてこの教会につながった方もいらっしゃるでしょう。理由は何でしょうか。その経験、それがお証しに変えられて47都道府県に、そして一千大学の前にＲＵＴＣを建ていやしの施設を建てて世界の福音化に貢献しともに歩いていくことのためです。それをもって本当に真実に質問してみてください。今、皆さんが何かを悩んで、何かの問題を抱えて、何かの病気を抱えて苦しんでいる方でもこの質問はぜひ、してみてください。つまり、皆さん一人一人は皆さんが考えている以上、今の外見を見て評価される様々な声、それとはまったく関係ない、はるかにまさる尊い貴重な存在です。たまたま病気になったということはありません。みなさんがもし周りから見て人生の失敗を経験したとしてもそれはたまたまのことではありません。神様の計画、必然であります。47都道府県のために、一千大学のために、ＲＵＴＣのために、癒しの施設のために必然だったのです。皆さんの暗い過去や悪さも全部材料になります。目先、目の前のことだけに捕らわれてこの神様の必然、神様の大きな計画を見逃してしまう残念なことが無いように、ぜひ、どのように自分の人生をこれにかかわってささげるか、最終的には2部の礼拝のときにも申し上げますが、ローマの手紙16章に書かれているそのあだ名が自分の契約として自分自身のものとしてしっかりつかめるようになる、そこまで質問していかないといけません。そのためにこの教会に来られたということです。それには良い悪いは全部洗い流さないといけません。そういう意味で皆さんは一人一人貴重で意味ある人生であることを覚えていてください。そのことのために神様は皆さんを必ず祝福されます。

特にその中で今日はイエスさまが山に登られて変えられました。今まで肉眼では見ることができない素晴らしい姿に変化しました。それでこの山のことを変化の山と言います。神様は変化の山での祝福を皆さん一人一人に必ず与えられますので、この祝福を神様が与えられると約束として握って祈ってください。神様は必ず祝福されます。皆さんの顔が美人だから、アイドル並みのかわいさがあるから祝福されるわけではありません。皆さんの存在そのものがキリストの血潮によって救われた尊い神の子どもであり、これから世界の福音化のために、ちっぽけな家族や子ども、仕事、自分の才能のためにというレベルではありません。世界の福音化のために、47都道府県のために、一千大学のために、ＲＵＴＣのために、いやしのためにという尊い人生、ですからそのために変化の山での祝福が皆さんに約束されています。与えられていると信じていただきたいと思います。イエスさまが祈るため山に登られたとき、その前に先週、何があったでしょうか。イエスはエリヤでも、バプテスマのヨハネでもない、イエスは神の御子キリストですという告白がありました。そのあと12弟子の中で3人が選ばれて何をおっしゃったのかと言うと「前もって神の国を見る者もこの中にいる」とおっしゃったのですがそれが実現、成就される場面です。つまり、変化の山での祝福と言うのは神の国を見るという約束が成就して、本当に神の国を見たということです。それがどういう意味でしょうか。つまり、神様は皆さん一人一人に神の国を見るように祝福されます。なぜでしょうか。世界福音化のためにです。47都道府県のためにです。ＲＵＴＣのために、一千大学のために、この日本の国を生かすために、その中に皆さんの現場での祝福はもう全部入っています。それらのすべては加えて与えられます。これから残りの生涯、今、年が何歳なのか関係なく、本当に今までとは違うレベルアップして素晴らしい人生を歩いていただきたいと思います。それで山に登られたら今まで見たことのない姿に変えられて、そこにモーセとエリヤも現れました。神の国は過去も今も未来もそのような時間の概念がありません。彼らのすべての人生、今までの歴史、モーセとエリヤはイスラエルの人は英雄、ヒーローとして崇拝していた対象です。そのような二人がイエスさまのために実は存在していたのです。それを証明するため、現れて話していたら彼らはびっくりして眠っていたものが目が覚めて、別れようとしたときにペテロが何をしゃべっているのか自分がこんがらがって「幕屋を3つ建てましょう。イエスさまのために、モーセ、エリヤのために」と言いました。そのときに天から声が聞こえてきました。「イエスだけがメシヤだ。モーセとエリヤはイエスのために存在していただけのものだ」という声が聞こえてきたので、ふと目を開けてみると全部去り、イエスだけがそこに残っていました。それで3つの幕屋を建てたり、そういう変なこんがらがって混乱していた話は全部消えていて、彼はその山から町に下りしてくるようになりました。山の上ではありません。そのような祝福、変化の山での祝福、神を見る祝福、それが皆さんに必ず与えられますので、しっかりと握って希望を持っていただきたいと思います。必ず変えられます。変化と言う言葉をしっかりと胸に刻んでください。「私は変わりたくない」という方はだいぶ精神的に病んでいます。必ず変わらないといけないし、必ず変えられます。どのような祝福でしょうか。変化の山での祝福はまず私たちが変わるのではなく、私たちが自分を変えていくものではありません。まず第1にイエスさまが輝く栄光に富んだ姿に変えられる、つまり、これからイエスさまの変化という祝福が皆さんに与えられるはずです。イエスさまの変化です。さきほどの聖書に書いてあるように、衣が輝きだし、栄光に富んだものになったとあります。聖書に言葉で書いてあるからこういうものだと思いますが、その光景を想像してみてください。それはたぶん言葉では言い表せない光景だったと思います。今までももちろんイエスさまは奇跡を現し、病気を治したり、死んだ人も生き返らせたりしながら、でも彼らの肉眼には汚れている着物を着ている普通の人間としてのイエスさまだったと思います。初めてイエスさま本来の姿がそこで現れるようになりました。公開されるようになりました。それをみてびっくりしました。その変化が皆さん一人一人の中に必ず現れます。自分を変えようとしないでください。皆さんが信じている、皆さんの内側にいらっしゃるイエスさまが栄光に富んだ輝く姿に変えられると皆さんは変わります。一番大切な祝福、一番大きな祝福はイエスが自分の中で変えられることです。今まではイエスさまに対して誤解していました。世界4大聖人の一人だとか、すごく素晴らしい偉い人だとかいろいろな誤解があったり、あるいはイエスさまのことを信じると言いながらも自分の心の中ではほとんど無関心の状態で、ただ宗教の対象の一人のように思っていた人もいます。また「イエスさまはメシヤでキリストです」と告白し、そのような理解を持っているのですが理論に過ぎないものになっている場合もあります。本当にこれだけは言葉で全部説明しきれないものですが、それが神様の恵みによって、神の祝福によってイエスさまは本来キリストなのですが、それが本当にキリストとして輝くようになります。つまり、私たちの方から申し上げると霊の目が開かれるように神様は祝福されます。クリスチャンであればいろいろなタイミングで、いろいろなきっかけをとおして祝福されます。もちろん、パウロの場合はイエスさまと出会ったその瞬間、それを見るようになりました。パウロの肉眼、目が見えなくなるほど復活なさったイエスさまが光として栄光に富んだ姿で現れたのでパウロは最初から見ていました。でも、だいたいの場合は神様の恵みによってイエスさまのことを信じるようにしますが、いろいろなぐじゃぐじゃの中でイエスさまはたくさんの中の一つになっている場合もあるし、イエスさまはあまり輝きません。サタンというものも第2コリントの4章６節を見ると、信じない人はもちろん、信じている人でも、イエスがいらっしゃるのに、イエスの栄光が輝かないように思いをくらませる働きをしていると言われています。もう私たちはイエスさまによって捕えられてしまったものなので取り返すことはできません。だから、信じるイエスさまはどれほど素晴らしい方なのか、それがよくわからないように、あいまいになるようにあらゆることをとおして働きかけます。今の自分の問題、今現実にある様々な問題をとおしてイエスさまがまるで本当に問題を解決していないかのように、頭の脳細胞のどこかに思わせるような働きをします。まわりから何か言われることによって、昔教育を受けたいろいろな内容を根拠にして、とにかくイエスがイエスとして、イエスがキリストとして、それは唯一の救い主です。でもイエス、イエスと言いながらも唯一になりません。その私たちを神様は祝福されます。だから、今頑固にもう嫌だ、礼拝も嫌だという方でも少し待っていてください。よろしければ心の中で「そうです。私は神様、イエスが自分の中で輝くようにしてください」と祈ってみてください。祈らなくても神様はどのような方法をとおしてでもこの祝福を与えられます。言葉を変えると私たちがイエスさまの前で自分が告白しているイエスさま、自分が受け入れたイエスさまの前でひざまずいて屈服するその日が必ず来ます。イエスはキリストです。霊の目が開かれいろいろなきっかけで。それでパウロはわかっていたので今まで自分が大事、自分が必要だと思い誇りに思って頼りにしていたすべてをちりあくたのように思うようになりました。イエスが輝きだしたら他は全部光を失います。この祝福を必ず皆さんに与えられます。これが変化の山の祝福です。必ず握ってください。結局、このように言葉では全部言い表すことは難しいのですが、精一杯申し上げるとこういうことです。今まで「イエスさまを信じます。イエスさまはキリストです」とたくさん聞きました。ときには訓練も受けました。けれども、自分の心の中でだれかと一緒にいるからではなく、心の中で「本当にキリストだったのだな」というときが来ます。これが祝福です。同じイエスなのに自分の中で変わります。もちろん、どんどん変わっていきますが決定的に変わります。衣が変えられ、栄光の光が輝くようになり、そのあとの結果でしょうが、自分の中にぐじゃぐじゃあったことが全部力を失うようになります。「なるほど、イエスは本当に十字架にかけられて血を流されることによって、すべての罪、すべてののろいと滅び全部を無くしたのだな」ということが見えてくるようになります。今、自分に問題があるかどうか関係なく、それが変化の山の祝福です。「なるほどイエスさまは人間の体をとって来られたのですが、私たちのすべての問題をきれいに永遠に完璧に解決して無くすことができる神様ご自身だったのだな」ということが伝わってくるようになります。「すべてをきれいさっぱり解決できたのだな。イエスは神様ご自身だったのだな」と。その栄光の光が輝くようになるでしょう。「なるほどイエスさまご自身が天国そのものだ」ということが本当なのだと、だから、だれでもそのイエスを信じる者は他に何の条件なしで、すべての問題はその瞬間終わりになる方なのです。今、そうではない方も結構いらっしゃるでしょう。イエスさまを信じていながらも頭の中がぐじゃぐじゃでしょう。この祝福が与えられますので、これを約束されているので求めてください。「あなたがたの中で神の国を先に見る者がいるよ」と、でもそれは今に至ってはキリストを信じるだれにも約束されている祝福です。「なるほど、本当にすべての問題が終わるのだな。イエスさまが神様ご自身であればイエスを信じる者は、私たちの目には見えないけれどいのちの基である真の創造の神様と出会って、その神がともにおられる新しいいのちが与えられ、肉的な条件と関係なく本当に真の幸せな主人公になるはずなのだね」と信じられるようになります。イエスが変えられます。私たちの内側にいらっしゃるイエスさまが変わらないといけません。それで「だれでもイエスを信じる者は地上にいながらも天国に行く前に自分の内側に天国を所有するようになるのだな。すごいな。ハッピーだな」となります。イエスが変えられると。皆さんは周りを変えて、周りが変わること、自分自身が変わること、それを望んでいらっしゃるでしょう。そうなりますが、その鍵は何かと言うと皆さんが信じているイエスが変わることです。変化の山、イエスが変化されました。イエスが皆さんの内側でキリストとしての栄光の光を輝かすようにならないと他が光を放つようになるのでものすごく複雑でこんがらがってしまいます。そこに力がなかなか見られません。47都道府県、一千大学の前にＲＵＴＣ、いやしの施設、治癒院、治療院など。そのために皆さんの内側にいらっしゃるイエスが変わります。その祝福が皆さんに与えられます。同時に結果です。
その結果、イエスが変えられると自分自身が変化する祝福を神様が与えられます。皆さんが変わります。どのように変わるでしょうか。エリヤも去っていき、モーセも去っていき、すべてが去っていきオンリーイエスだけが残る、そのような変化が皆さんに起こります。世の中に必要なもの、正しい理論やいろいろな思想などがたくさんあります。別にいらないとかそういう意味ではありません。しかし、神様はクリスチャンの皆さんにどのような祝福を与えられるかと言うとそれがいいかどうか普通なのかどうか関係なくオンリーイエスだけが残るように皆さんが変わります。無知な人でも学歴がある人でも関係ありません。それは祝福の変化、神様が皆さんに与えられる祝福なのです。モーセもエリヤも去っていきます。私たちにはこのエリヤとモーセのようにイエス以外にいろいろな物が先に入っています。大事にしていたもの、自分にとって最高だったもの、重要だったもの、それが目に見えるもの、人間、あるいは思想、理論、いろいろなことが私たちにはありました。それが全部光を失い、力を失い「オンリーイエスです」と悟ってその告白の上に立つときが来ます。神様がそのようにさせます。そのように祝福されます。なぜでしょうか。47都道府県、一千大学、ＲＵＴＣ、治療院のため、そうなります。それで自分の中で最高が変わります。自分の変化は何かと言うといきなり整形したように顔が美人に変わるとかではなく、自分の内側で人生、最高の宝が何なのか、それが変わります。今までは子どもだった、お金だったなど、特に過去のいろいろなことが傷によってその反動のものを宝のように思っている場合が多くあります。広島の場合は原爆の悲惨な経験があるのでその反動で平和が最高です。だから、イエスが最高になりません。そういうことは私たちにはたくさんあります。ときにはいろいろな背景によって被害者意識がものすごく強く働いて、それら反動が宝になっている場合があります。こういうもの、ああいうもの、モーセ、エリヤのように律法的なもの神秘的なものいろいろあります。それが良いか悪いか関係ありません。本当にイエスがどのような方なのか私たちの中で変えられますと、自分の内側が変わります。オンリーイエスになります。今日のメッセージは言葉で全部言い表すことは難しいのですが、オンリーです。エリヤも去り、モーセも去り、モーセとエリヤは彼らにとって最高の最高でした。それが去っていきました。皆さんにとって今までの人生の中で最高の宝は何でしょうか。それが変わらない限りは、それが変わるようになります。さっき申し上げましたようにパウロはすべてがちりあくたのようなものだと言いました。イエス・キリストの知識と比べたときには。オンリーイエス、そのように変わります。その結果、何か強く頑固に主張する理論、セオリーなどをあまり持たないようになります。何かに対しての、それが人であれ、物であれ、環境であれ未練がましく未練を持つこともなくなります。また何かのことで失望してがっかりすることもそんなにしません。そんなに期待できるようなもの、宝は世の中に無いので。オンリーイエスによって本当にその人の脳細胞が単純プラスパワフルに変えられます。神様が皆さんをそのように祝福します。頭の中がぐじゃぐじゃです。イエスが光り輝いていないのであれも宝、これも宝になってこんがらがってしまいます。イエスの中にいのちがあり宝があり、パウロはそれが良くわかっていたので罪囚のくせに王冠を冠っている王様が尋問しているときに王様を伝道しようとしていました。何も羨ましいこともありません。パウロは鎖につながっていても幸せでした。その王様が気づいて「私を伝道しようとしているのか。罪囚のくせに」と言われたときに「王様、王様だけでなくここにいる全員が鎖につながれたこと以外は皆私のようになってほしい」と誇りを持って言われました。つまり、他は宝になるようなものはありません。私は壊れやすい土の器のようなものです。四方八方から苦しめられることもあります。しかし、私の中には宝のキリストがあるので何の問題にもなりません。これが力です。オンリーイエスです。そんなにすねることもありません。そんなに寂しいこともありません。そんな失望することも、未練がましいこともクリスチャンには本当はありません。そんなに「これはこうしなきゃいけない。こうじゃないとだめで」と強く主張するような理論もセオリーも何も実は存在しません。オンリーイエスです。だから、何か順調に育っているもの、勉強しているもの、才能、専門知識をもって、あるいはそういう部分で豊富な人の方がうっかりするとオンリーイエスになりません。皆さん、霊的なことが何かわかりますか。それがわかった人が本当の知識人です。そうするとオンリーイエスしかありません。イエスが皆さんの中で輝きだす、栄光に富んだ姿に衣を着替えるその日をお祈りします。必ず与えられます。今日がその日かもしれません。毎日、今日がその日になるように。それで自分の内側でオンリーイエスになるように。それこそ自由です。それであれこれ、あの声、この声、そのようなことは構いません。これからは惑わされません。あまりそんなことにふらふら影響されたり、あっちこっちに流されることはしません。神様はおっしゃいました。つまり、イエスの言うことだけしなさいと。みことばだけにこだわる者になります。このように自分が変わります。どんな声があって、どんな理論があってもそれはすべてサブであり、参考に過ぎないものであり、イエスの言葉、神の言葉だけにこだわります。なぜならオンリーイエスですから。それをクリスチャンと言います。そうするとその後結果はついてきます。先週も申し上げましたようにそういう意味で神様が皆さんに恵みを与えられた場合には礼拝を中心に、そして、礼拝が個人の平日の礼拝になるように運んでいくようになります。それを大事にするものはそうなるし、必ず結果はついてくるようになります。それを経験しないとお証しできません。それがお証しです。一生懸命祈って、一生懸命頑張ったらこうなったそれは証しになりません。自分の中の最高が崩れていいました。だから、何かに捕らわれてその部分が触られると必ず興奮して傷を受ける部分があります。それがなくなります。それが心理学的に見ると傷のボタンというものですが、皆持っています。オンリーイエスによって、その呪縛、束縛から解放されます。そんなのはありません。未練を持つようなそんなにデリケートになるようなことはありません。オンリーイエスです。そのように変えられます。

その結果、最後の祝福、神様は私たちに山に残さないで町に連れてきて送り出す、つまり現場の変化と言う祝福を与えられます。現場の変化の主人公として皆さんを立てるようになります。だから、最初はちょっとした混乱があります。ペテロもその光景を見て聖書が言っていますが自分が何をしゃべっているのかよくわからないで、本能的に出るまましゃべっています。もうモーセのために一つ、エリヤのために一つ、これがよいですと混乱しています。そのようなちょっとした混乱はあります。霊的な内容、肉的な内容がぐじゃぐじゃに混ざって出てきたり、古きものと新しきものが混ざって、ふるいかけられていない本能からの声が飛び出してきたりします。何かの状況や問題の前で。それも神様はご存知です。それも神様はきちんと処理されます。結局は「ここがいいから」と言うのは何かと言うと現場を見ることを妨げているのです。そのような混乱があります。こんな問題もあるのにとふるいかけられていないまま本能からの出るままの声があります。そして、自分で何をしゃべっているのかわかりません。結局はポイントは現場に立たないように、現場を見ることができないようにする働きがあります。そういう困難がありますがみことばによって抑えられ去っていくようになりますので、結局はイエスさまとともに山から町に下りて来られました。来週の箇所でありますが下りて来られたとたんに悪霊にとりつかれた現場を見るようになります。現場に山から下りて来られます。なぜでしょうか。現場を皆さんをとおして変えるためです。イエスさまの変化はクリスチャンの変化、クリスチャンの変化は現場の変化になります。さっきも申し上げましたように必ず現場には偶像崇拝を背景にする目に見えないものすごく押さえつける力によって抑えられ、それに先進国の教育というものがかぶさっているので、ものすごく静かで穏やかな形で本当に圧制されてぎゅうぎゅうになっているか、それに耐えられないで横に全部散らばって、オタク文化みたいなものに現れるなど様々な問題として現れています。その現場に福音が必要です。栄光に富んでいたキリストであるイエスが答えです。その答えを持っているクリスチャンが現場に行くことによって、現場にいることによって、現場に暗やみの王国が崩れ、神の国が臨まれる、それで現場は必ず変えられます。現場の変化、これが神が用意している祝福です。皆さんに与えますので、そうですかと握って祈ってみてください。必ずそうなります。現場に神の国が臨まれるようにさせます。だから、山の上でここが良いかなと言う暇などありません。皆さんが日曜に礼拝をささげるのは礼拝そのものがもちろんテーマで大切です。でも、礼拝が終わってここでしっかりと線を引いて現場に戻るときには、また普通の人間になって戻るということが教会にはたくさんありますが、それはだめです。また日曜に教会に来るときに思い出して、今まで埃だらけだった聖書を持って、今日は日曜の礼拝モードに切り替えて、現実モードに切り替えてではなく、ここが良いからではなく、この山でのものすごい変化が現場に現れるようにと現場のためにあったものです。だから、皆さんが礼拝をささげると礼拝が現場での戦い、現場で神の国が臨まれる霊的な戦いに勝利するための武器の中の最高の武器だという約束を握ってください。礼拝は武器です。必ずそのように神様は祝福されます。その祝福を握って祈ってください。これが変化の山での祝福です。今週1週間、これからずっと変化の山での祝福が皆さん一人一人に具体的に現れることを信じてお祈りしたいと思います。これは特別な人ではありません。当時は3人選びましたがこれが初代教会のときからは全員になりました。老若男女問わず注がれます。イエスさまを信じる人にはだれにでも約束されている祝福なので一人も漏れずに握ってください。変化の山での祝福を契約として握って、聖霊充満にあずかる祈りの中に入ってください。それでその祈りとともに日曜日の礼拝を縮小版にして平日の個人の礼拝に持っていってください。わかりやすいでしょう。やってみてください。今週皆さん、このメッセージを握ってこのように祈ってみてください。自分の内側でイエスさまが光り輝くようにしてください。オンリーイエスの告白が感激を持ってささげられるように。変化が起こるように。それから自分の現場に神の国が臨まれることに主人公として意識を持って立つことができるようにしてくださいと祈ってみてください。
〈お祈り〉
恵み深い天の父なる神様。ありがとうございます。イエスさまが弟子たちのために弟子たちがこの世を変えるための主人公だったので変化の山に連れて行ってそこでイエスさまの輝く姿を見せてくださいました。私たちにもその祝福が約束されていますので一人一人が契約を握ってこの祝福のために信じて祈ることができるように、そして、この祝福を体験し味わうことによって、現場の勝利の主人公として輝くように一人一人を祝福してください。今も生きて働いていらっしゃる主の御名をほめたたえます。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン
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